令和６年３月１９日　
保　護　者　様

地域協力者　様

松山市立垣生小学校　　
校　長　濵石　一利
　
学校評価アンケートの結果について（お知らせ）
早春の候、平素より本校教育に対して温かい御理解と御協力をいただいておりますこと大変感謝申し上げます。

さて、学校評価アンケートの結果が集計できましたので、下記のとおりお知らせいたします。全児童、保護者、地域協力者、教職員にアンケートを行い、結果を比較・検討しました。アンケート結果や皆様からいただきました多数の貴重な御意見を真摯に受けとめ、学校運営や教育活動の改善に生かしていきたいと思います。なお、このアンケート結果につきましては本校ホームページにも掲載いたします。御協力ありがとうございました。

	項目
	評価指標及び目標値
	アンケート
	集計結果（％）
	☆考察・改善策　　　　

	
	
	
	4
	3
	2
	1
	

	教育目標について
	みんなが〈ごきげん〉な学校になっているか。
	教職員
	4
	80
	16
	0
	☆教職員・児童・保護者・地域の方ともに肯定率が８０％を超え、高い評価を得ております。しかしながら、保護者より「大人がもっとごきげんな姿を見せていただきたい。」「学校に行けていない子もいるのにごきげんとはいえない。」等の御意見もいただきました。育てたい児童像を共通認識して、地域・学校・家庭が連携しながら、今後も教育活動を見直していきたいと考えます。まず大人が明るい笑顔で子供たちに接することが、前向きで互いを思いやれるごきげんな集団作りにつながるという思いで学校経営を行っていきます。

	
	
	児　  童
	61
	29
	6
	4
	

	
	
	保護者
	13
	76
	10
	1
	

	
	
	地　  域
	38
	58
	4
	0
	

	豊かな心の育成について
	明るい挨拶ができる児童が育っているか。
	教職員
	4
	47
	45
	4
	☆挨拶については、本校の課題であると言えます。特に旗当番をしている保護者の方々から、実感の込められた御意見をいただきました。また、児童の肯定率は比較的高いことから、大人と子供の挨拶の捉え方に差があるとも考えられます。登校時に教職員が積極的に明るい挨拶をして児童を迎え入れたり、委員会活動で挨拶を推進したりして、挨拶の大切さを実感させるとともに、家庭・地域と連携しながら粘り強く取り組みたいと考えます。

	
	
	児　  童
	43
	39
	14
	4
	

	
	
	保護者
	8
	53
	34
	5
	

	
	
	地　 域
	32
	52
	12
	4
	

	
	学校は、人権・同和教育の視点に立ち、いじめや差別を許さない意識や態度を育てているか。
	教職員
	23
	67
	10
	0
	☆児童間のトラブルや問題行動に対して、早期発見・早期解決を目指し、学年部・生徒指導主事・管理職でチームとなって対応できるように努めています。また、いじめ防止基本方針に基づき、定期的に生活アンケートや教育相談を実施しています。今年度から、朝の時間を活用して、月に１回エンカウンターを行い、人間関係づくりの手立てとしています。今後も教職員はいじめや差別は許さないという共通理解のもと、学校・学年・学級経営を行っていきます。

	
	
	児　  童
	64
	30
	5
	1
	

	
	
	保護者
	15
	71
	10
	4
	

	
	
	地　 域
	25
	72
	3
	0
	

	
	学校は、「学校の決まり」など生徒指導体制の見直しを行い、児童の実態に応じた適切な指導を行っているか。
	教職員
	15
	58
	27
	0
	☆生徒指導部会を月に１回開き、全校児童の情報交換を行い、現状把握や指導の共通理解を図っています。児童への指導については、一人一人の実態に合った指導ができるよう、組織的に取り組むとともに、日頃から児童・保護者とのコミュニケーションを大切にして、信頼関係を築くことができるように努めます。また、児童に理解しやすく、意欲を高めるような具体的な生活目標を設定し、評価を重ねていきます。

	
	
	保護者
	18
	66
	14
	2
	

	
	
	地　 域
	28
	72
	0
	0
	

	
	学校は、特別支援教育の視点をもって取り組み、個に応じた配慮や指導を適切に行っているか。
	教職員
	27
	68
	5
	0
	☆児童理解についての研修を行い、効果的な支援の在り方について教職員の知識・理解の向上に努めています。また、継続的に情報共有を行い、一人一人の実態に応じた指導・支援を学年や学校全体で行っていきたいと考えます。特別支援コーディネーターを中心に一人一人に合った学習環境等を提供できるよう、今後も支援を続けていきます。

	
	
	保護者
	28
	65
	6
	1
	

	
	
	地　 域
	44
	56
	0
	0
	

	
	学校は、将来に夢を持ち、自分の進路や生き方について考える児童を育てているか。
	教職員
	5
	85
	10
	0
	☆キャリアパスポートの効果的な活用、外部機関との連携も含めたキャリア教育の充実をさらに図り、それぞれの学年の成長過程に合わせた支援・指導を進めていきます。また、地域の方や保護者の皆さんにも分かりやすく、活動の様子をホームページなどで発信していきます。

	
	
	児　  童
	61
	27
	8
	4
	

	
	
	保護者
	18
	60
	20
	2
	

	
	
	地　 域
	19
	81
	0
	0
	

	確かな学力の定着・向上について
	学校は、一人一人が分かる喜び、共に学ぶ喜びを実感できる授業を行っているか。
	教職員
	15
	83
	2
	0
	☆松山市教育センターの授業モデルを活用し、「個別最適な学び」「協働的な学び」を重視した授業改善を図っています。また、学習アシスタントの活用により、個に応じた指導ができ、児童からも「質問しやすくなった。」「分からないところをその場で教えてもらえる。」との感想がありました。これからも、分かる授業・個に応じた指導ができるように、教職員で研修を重ねていきます。

	
	
	児　 童
	48
	38
	9
	5
	

	
	
	保護者
	16
	72
	10
	2
	

	
	
	地　域
	36
	64
	0
	0
	

	
	児童は進んで読書をしているか。
	教職員
	10
	48
	42
	0
	☆全校・学年部で共通理解を図り、本を手に取る機会、本を読む時間が子供たちに保障できるように工夫したいと考えます。図書委員会が行う本に関するイベントでは、楽しみながら本を手に取り読んだり、読書ビンゴで普段手に取らないジャンルの本を読んだりするきっかけ作りができました。「読書が楽しい」という体験を重ねることができるように支援を続けたいと思います。

	
	
	児　 童
	37
	27
	22
	14
	

	
	
	保護者
	22
	38
	30
	10
	

	
	学校は、教科等の指導において効果的にＩＣＴを活用しているか。
	教職員
	56
	42
	2
	0
	☆教員の技術力によって差が生まれないように、各教員のスキルアップが必要であり、学年間で情報を共有し合うことが最適と考えています。学校での指導の徹底をしてから、家庭で活用できるように支援をしていきたいと思います。オンラインで家庭とつないだり、各アプリの活用スキルを上げたりするとともに、家庭での操作方法も伝えられるよう、格差をなくしていきます。


	
	
	児　 童
	68
	22
	7
	3
	

	
	
	保護者
	25
	60
	13
	2
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	学校は、児童の学力や体力の状況を把握し、それらの充実に向け計画的に指導を行っている。
	教職員
	8
	87
	5
	0
	☆学力テストの考察を全教職員で共有し、保護者にも伝えました。基礎・基本の力は、定着してきています。また、１０分間テストを繰り返すことで、算数を中心に基礎的な内容の定着は図れました。これからも、成果と課題を考察し、指導に生かしていきます。

	
	
	保護者
	17
	72
	10
	1
	

	
	児童は、運動に親しみ、体力つくりに努めているか。
	教職員
	12
	71
	17
	0
	☆コロナ禍が明け、業間や昼休みには運動場で元気一杯に遊ぶ子供たちの姿が見られるようになりました。３学期は、インフルエンザの流行もあり、マスクの着用、換気など、感染予防をしながらですが、体育科の授業でも体をしっかり動かすことができました。今年度も、マラソン大会を、学年一斉に走るのではなく学級ごとに取り組み、タイムで順位を決める「垣生っこランランラン」に変更して実施するなど、工夫しながら体力つくりに取り組むことができました。また、時間を見付けては縄跳びの練習に励む子供たち、励ます教師の姿が見られました。

	
	
	児　 童
	63
	20
	13
	4
	

	
	
	保護者
	19
	63
	15
	3
	

	
	
	地　 域
	43
	57
	0
	0
	

	健やかな体の育成について
	学校は、家庭と連携して個々の健康状態を確認するとともに、環境衛生の維持・改善を行い、児童の健康保持・増進に努めているか。
	教職員
	26
	74
	0
	0
	☆家庭とも連携を図りながら、昨年度に引き続き、児童の健康状態の確認に努めています。また、養護教諭を中心に、熱中症対策にも配慮していきます。基本的生活習慣の要となる、「早寝・早起き・朝ご飯」については、今後も学級での指導や保健便り等での啓発により、良い習慣が身に付くよう努めます。

	
	
	児　 童
	44
	38
	12
	6
	

	
	
	保護者
	26
	68
	5
	1
	

	
	学校は、「換気の確保」及び「手指衛生等の指導」など、状況に応じた感染症対策を適切に行っているか。
	教職員
	39
	61
	0
	0
	☆新型コロナウイルス感染症が５類移行後も、引き続き換気や手洗い等、感染症の予防に高い意識を持って取り組むことができています。今後も保健便りやＭＡＣメール等で情報発信を行い、家庭との連携を図りながら取り組んでいきます。

	
	
	児　 童
	61
	30
	6
	3
	

	
	
	保護者
	37
	60
	2
	1
	

	
	
	地　 域
	40
	60
	0
	0
	

	地域に根ざした教育の推進、地域連携、情報発信
	地域の人・自然・歴史・伝統や文化にふれ合う学習を推進しているか。
	教職員
	38
	55
	7
	0
	☆１・２年生は生活科、３～６年生は総合的な学習の時間において、地域に親しむ学習があり、地域の方や公民館等の協力を得ながら、楽しく学習に取り組むことができました。地域の皆様の御協力に感謝しております。次年度も引き続き地域学習に取り組む中で、ふるさと垣生を大切にする気持ちを養っていけるよう取り組んでいきます。


	
	
	児　 童
	54
	33
	10
	3
	

	
	
	保護者
	46
	53
	1
	0
	

	
	
	地　 域
	69
	31
	0
	0
	

	
	児童は楽しく俳句づくりに取り組んでいるか。
	教職員
	7
	72
	21
	0
	☆本校は、俳句の里として俳句づくりに取り組んでいます。苦手意識を持っている児童もいることから、楽しみながら俳句づくりができるよう、俳句朝会を開いてポイントを示しながら俳句をつくったり、俳句の紹介や季語のクイズを行ったりしました。作品の質も年々向上しています。御家庭に負担をお掛けすることもあると思いますが、できるだけ子供たちが楽しんでつくれるように、取組を継続したいと考えます。

	
	
	児　 童
	40
	28
	21
	11
	

	
	
	保護者
	28
	50
	18
	4
	

	
	学校は、教育活動の充実に向けて地域や保護者と連携・協力しているか。
	教職員
	25
	75
	0
	0
	☆コロナ禍を過ぎ、保護者や地域に協力していただきながら、実施できたことも増えてきました。ＰＴＡによる清掃・環境整備、学級ＰＴＡ、イベント等もお世話になりました。今後も保護者や地域の声にしっかりと耳を傾け、垣生小学校の子供たちを共に育てていくため、連携・協力を図っていきます。

	
	
	保護者
	22
	69
	7
	2
	

	
	
	地　 域
	44
	56
	0
	0
	

	
	学校は、学校・学年だよりやホームページ等により、積極的に情報を発信しているか。
	教職員
	41
	59
	0
	0
	☆教職員、保護者、地域とも高評価でした。学校便り「ひびき」、学年便りをはじめとして、保健・図書などの紙面による情報、ホームページによる情報など、全校や各学年の活動の様子が見えるように努めています。今後は、学校・学年便り等とホームページの情報が重複しないように工夫するなど、より充実した情報提供に努めてまいります。

	
	
	保護者
	40
	55
	4
	1
	

	
	
	地　 域
	64
	28
	8
	0
	

	人的管理
	学校は、管理職や学年主任等を中心として組織的に対応を行っているか。
	教職員
	29
	62
	9
	0
	☆学校の教育活動は、職員会議等で共通理解を図り、組織的に取り組んでいます。保護者の方への情報の発信にも努め、今後も教育目標の実現を目指し、風通しの良い学校運営をしていきます。

	
	
	保護者
	30
	58
	10
	2
	

	
	学校は、積極的に研修に取り組み、効果を上げているか。
	教職員
	32
	68
	0
	0
	☆今年度は松山市教育研究大会の会場校となり、高学年を中心に授業研究を行い、研修を深めることができました。また、ＩＣＴ活用、愛媛新聞forスタディなど、引き続き現在の教育情勢に対応できるように、定期的に研修会を開き、教育技術を高めています。

	
	
	地　 域
	30
	70
	0
	0
	

	物的管理
	学校は、児童に交通安全やけが等の防止について適切な指導を行うとともに、安全な環境づくりに努めているか。
	教職員
	33
	65
	2
	0
	☆教職員、児童、保護者、地域とも高評価となっています。児童が安全に登校できるように、毎朝旗当番等をしていただき、保護者の皆様には大変感謝しております。また、交通安全やけが等の防止のための指導として、集団下校の際に全校児童に行うとともに、各学級においても児童の発達段階に合わせて行っています。さらに、毎月を安全点検の日を設定し、潜在的な危険箇所の発見に力を注ぎたいと考えます。

	
	
	児　 童
	67
	27
	2
	4
	

	
	
	保護者
	29
	67
	3
	1
	

	
	
	地　 域
	63
	33
	4
	0
	

	
	学校は、板書の工夫等の言語環境の整備及び展掲示の充実等の環境整備に努めているか。
	教職員
	20
	78
	2
	0
	☆教職員、保護者とも高評価となっています。展掲示については、校内掲示計画に基づき、そのときどきの児童の作品と季節を感じる掲示物を工夫するようにしました。これからも児童の感性に訴えるような環境整備に努めていきます。

	
	
	保護者
	29
	70
	1
	0
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	幼保小中連携
	学校は、小１プロブレムや中１ギャップの解消につなげるために関係園・校で連携し、児童生徒の学校生活に対する不安感の軽減を図っている。

	教職員
	20
	74
	0
	0
	☆来年度入学する園児の体験入学や幼保小連絡協議会で、園と小学校の連携を行い、園児が小学校へ入学することへの不安を少なくしています。また、中学校への進学に向けてオープンスクールに参加し、中学校の先生のお話を聞いたり、中学生と交流したりすることができました。今後も教職員間で連携を密にし、情報共有に努めながら児童理解や学習指導に生かしていきます。

	
	学校は、教育の質の向上のために関係園・校で連携し、学校間の系統性を重視した学習指導を行っているか。
	地　 域
	24
	76
	0
	0
	

	
	学校は、関係園・校で連携し、児童生徒に対する教職員の理解や、児童生徒の相互理解の促進を図っているか。
	地　 域
	12
	88
	0
	0
	



４：できている　　　３：だいたいできている　　　２：あまりできていない　　　１：できていない









